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1．研究の背景・目的 

栃木県小貝川上流域の杉山入の谷津では生態系保全型の圃場整

備事業が行われた。他方で、これに隣接する大谷津では従来型の

圃場整備が実施された。そこで、本研究ではそれぞれの谷津にお

ける魚類の生息密度と生息分布の時系列的な変化を把握し、生態

系保全工法が魚類の生息に及ぼす効果を明らかにすることを目的

とした。  

2. 圃場整備の工法 

 圃場整備工法の概要を Table 1 に示す。杉山入の谷津における

圃場整備事業の保全対象魚類として、シマドジョウ・ホトケドジ

ョウが選定された 4）。 

3．研究の方法 

 調査の概要を Table 2 に示す。調査区間

を 33 箇所（杉山入の谷津 21、大谷津 12）

設置した。魚類調査の結果と過去の調査結

果とを比較することで圃場整備事業前後に

おける各谷津の魚類生息状況の時系列的な

変化を調べた。また、調査結果を用いて分

類樹木による分析を行い、魚類の生息に

関係する環境要因（EC・水深・流速・粘

土・シルト砂・カバー）が圃場整備事業

前後でどのように変化するのかを把握し

た。  分析では目的変数に魚類生息密度、

説明変数に環境要因調査のデータを用いた。  

4．結果 

生息密度（Fig.2）：事業前と比べ事業後はドジョウ類とタモロコの生息密度が減少して

おり、その傾向は両谷津で見られた。一方、トウヨシノボリの生息密度が両谷津で増加し

た。事業前から事業後 2 年目（杉山入の谷津：2007 年、大谷津：2008 年）における生息密

度の増減率を見ると、大谷津でのドジョウ・ホトケドジョウ・タモロコの生息密度の減少

率は杉山入の谷津よりも著しいことがわかった。生息分布（Fig.3）：杉山入の谷津のホト

ケドジョウは事業前・事業後ともに谷津全域に分布していた。しかし、大谷津では事業前  
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Fig.1 調査対象地  
Study Area 

Table 1 圃場整備の工法  
Method of farmland consolidation 

工期
工法

保全対象種

杉山入の谷津 大谷津

2005/12～2006/5 2006/12～2007/4

生態系保全型 従来型

シマドジョウ・ホトケドジョウ 無し

特徴
魚道・二階建て排水路
生態系復元水路・土水路

三面コンクリート張
り水路・落差工

 

Table 2 調査項目・内容・期間  
Contents of survey 

環境要因調査

(50m区間)

採捕調査
(50m区間)

水温・水質(EC、DO、pH)・流速

水深・水路幅・底質・水路内構造

2008/9/14～10/13(山口ら)

調査方法 調査期間

（魚種、個体数、体長を記録）

2人で20分間タモ網を使用

2003/8/25～9/10(柿野
1)

)

2006/9/17～9/29(田上
2)

)

2007/9/10～9/29（松崎
3)

)



は谷津全域に分布していたが、事業後には圃場整備地区外

の谷津上流部に分布が偏り、生息場は減少した。シマドジ

ョウでは圃場整備事業後に両谷津で確認地点数が減少して

おり、特に杉山入の谷津では事業後も確認地点数が減少し

ていた。  

5．考察  

 ホトケドジョウ：大谷津の圃場整備地区内で著しく減少

しており、水路内構造が土水路からコンクリート水路へ変

化したことがその要因として挙げられた。一方、杉山入の

谷津ではホトケドジョウの減少率が大谷津よりも小さい結

果となった。この谷津の東側水路は事業後生息密度が高い

場所となっていた（Fig.4）。東側水路は圃場整備事業の際

に残した土水路であることと湧水により水量が確保されて

いることから、生態系保全対策の効果が現れていると考え

られた。シマドジョウ：両谷津で生息密度が著しく減少し

ているが、大谷津での生息密度の減少率は杉山入の谷津よ

りも小さい（Fig.2）。穴あき三面コンクリートの穴の中に

は砂が入っており、主に砂底で生息するシマドジョウ 5）が

そこに棲むようになったためと考えられた。一方、杉山入

の谷津ではシマドジョウの生息密度が年々減少していた。

分類樹木による解析から水深の低下が生息に悪影響を及ぼ

していると考えられた。事業後の西側水路はシマドジョウ

の主要な生息場であったが、事業前後で水深が低下したた

め、そこでの生息密度も減少していた（Fig.4）。その他の

魚種：ドジョウ・タモロコもホトケドジョウと同様に大谷

津の圃場整備地区内で著しく減少しており、水路内構造の

変化の影響が大きいと考えられた。一方、事業後に両谷津

でトウヨシノボリの生息密度と生息場が増加した。事業後

に他の魚種が生息しなくなった場所にトウヨシノボリが移

入した可能性がある。  

6. まとめ 

 両谷津で魚類の減少が起こっており、その原因は杉山入

の谷津では水深の低下、大谷津では水路内構造の変化であ

ると考えられた。杉山入の谷津では土水路(東側水路)がホトケドジョウに良い影響を及ぼ

している。杉山入の谷津で水路の水量が増加すれば、魚類にとってより良好な生息場とな

る可能性がある。 

生息密度(匹/㎡)

ホトケドジョウの生息分布（2003年移行期）
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Fig.3 ホトケドジョウの生息分布 
Population density of  

Japanese eight-barbel loach 

Fig.4 保全対象種生息密度（杉山入の谷津） 
Population density of species targeted 

for conservation in Sugiyamairi  

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ

生
息
密
度
(尾

/
㎡
)

2006

2007

2008

東側 東側西側 西側

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

ﾄ
ﾞｼ
ﾞｮ
ｳ

ｼ
ﾏ
ﾄ
ﾞｼ
ﾞｮ
ｳ

ﾎ
ﾄ
ｹ
ﾄ
ﾞｼ
ﾞｮ
ｳ

ﾀ
ﾓ
ﾛ
ｺ

ﾄ
ｳ
ﾖ
ｼ
ﾉ
ﾎ
ﾞﾘ

生
息
密
度
(尾

/
㎡
) 2003（事業前）

2008（事業後2年目）

-76%
-81% -96%

-97% +44%

Fig.2 圃場整備地区内の魚類生息密度  
Population density of fishes in 

consolidated area 
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